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長善寺が行った寺院建設に伴い1 本書は、岩手県盛岡市上飯岡15地割に所在する館野前遺跡において、宗教法人

平成22年 8 月 2 日 ~5 日、 9 月 1 日~1O月 28日にかけて実施した発掘調査の報告書である。

長善寺と盛岡市教育委員会との聞に締結された協定書に基づき、遺跡の学び館が野外調査2.本調査は、宗教法人

長善寺より支および出土資料整理・報告書編集を行った。また、本調査に係る費用は、事業主体である宗教法人

出された。

佐々木亮二が担当した。本書の執筆編集は、盛岡市遺跡の学び官官3 

4.遺構平面位置は世界測地系を用い、公共座標第X系を座標変換した調査座標で表示した。

X -36.000・Y+23.000 調査座標原点館野前遺跡

5.高さは標高値をそのまま使用している。

遺構記号は次のとおりである。6 
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RG 跡溝RD 坑土RB 掘立柱建物跡

7.調査および整理作業には、次の方々の協力を得た。(五十音)11夏、敬称略)

[発掘調査・室内整理作業]

佐藤美智子、阿部正幸、天沼芳子、長内理恵、嘉糠和男、川村久美子、熊谷あさ子、小林勢子、小松愛子、佐藤和子、

佐藤理恵、竹花栄子、谷藤貴子、千葉留里子、袴田英治、日野杉節子

[助雷・協力]

岩手県教育委員会、宗教法人長善寺、長善寺護持会

発掘調査に伴う出土遺物および諸記録は、盛岡市遺跡の学び館で保管しである。8. 
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写真図版目次

第1図版 調査区全景(北から)、調査区全景(東から)

第2図版 RAOOl・ 002竪穴住居跡

第3図版 RA003・004竪穴住居跡

第4図版 RA005竪穴住居跡、 RX001池状遺構

第5図版 館野前遺跡出土土器群、館野前遺跡出土煙管・古銭・砥石

第6図版 長善寺経塚全景(南から)、長善寺経塚出土一字一石経

0遺物の表現について

(1)土器…・・土器の区分は、土師器・あかやき土器・須恵器に大別した。

a 土器の実測図・拓本の縮小率は1/3とした。

b 挿図の土器の配列は器種・器形・丈様モチーフ及び、施文技法でまとめた。

c 土師器の黒色処理や彩色されたものは、網目(スクリーントーン)で表現した。

(2)銅製品

a 縮小率を1/2として器種ごとにまとめて配列した。

(3)石製品

a 縮小率を1/2とした。

(4)経石

a 縮小率を1/2とし、妙法蓮華経に出現する順番で配列した。

(5 )挿図中の記号番号は、遺物の出土地点及び出土層位を表している。

(例) RA001A層 → RAOOl竪穴住居跡A層より出土

(例) G6-A20 illa}膏

↓↓↓  

※1 ※2 ※3 

※1 大グリッド・・・・・・遺跡の全体を50mメッシュで区切り設定した。北西偶を起点に西から東にA.B.

C'・・のアルファベット、北から南には1・2・3・・・のアラビア数字を付し、 A6、C12など、

両方の組み合わせでグリッド名を表した。

※2 小グリッド・ー・大グリッドの中をさらに 2m_) ッシュで、区切り、北西隅を起点として西から東にA~

Yのアルファベット、北から南に 1~25のアラビア数字を付し、グリッド名は両方の組み合わせで

表した。

※3 遺物の出土層{立を示す。

0遺構の表現について

各遺構の平面図で、複数の遺構を同一図面に表示する場合、説明する遺構は実線で表し、重複遺構は一点鎖線で、

表し、掘込面に層位差のある重複遺構は二点鎖線で、表した。

土層図は堆積のしかたを重視し、線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖j(1994小

山正忠・竹原秀雄)を参考にした。



1 .遺跡の環境

1 .地理的環境

遺跡の位置館野前遺跡は、盛岡市街地より南西約3kmの上飯岡15地割に所在する(第l図)。遺跡の範囲は南北

300m、東西150mと推定され、現況は宅地および田畑である(第2図)。

地形・地質 盛岡市は束に北上山地、西に奥羽山脈を擁し、北西には岩手山 (2，038m)を望む。中央の北上平野に

は東北ーの大河である北上川が流れる。北上山地と奥羽山脈は、構成する地質やその形成年代が異なるた

め、東西の地形の様相は大きく異なる。また、岩手山を含む八幡平火山地域の火山活動も躍岡の地質・地

形に大きく影響を及ぼしている。

/ ~\ 

雫石川は奥羽山脈より東流し、その流れは烏泊山と箱ヶ森に挟まれた北の浦(市内上太田)で急激に狭

められ、その狭窄部を抜けて北上川と合流する。雫石川はこれまでに何度も流路を変えており、雫石川南

岸に広がる沖積段丘の形成に大きな影響を及ぼしている。館野前遺跡はその沖積段正上に立地している。

この沖積段丘は、水成砂牒層を基底とし、その上層に水成シルト、さらに表土が覆っている。このシル

ト層は旧河道などの低地形ばかりでなく、微高地上にも堆積している。これは沖積段正が、河道の定まら

ない雫石川の下却が周辺山地からもたらす砂離やシルトによって形成され、何度も堆積が繰り返されたこ

とによるものである。雫石川の!日河道は幾筋も確認されており、大きなものは4条、そのほかにも網目状

に細かな旧河道が沖積段丘に広がっている。それらに画された微高地上に遺跡が点在している。

J ぐ__，
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第1函館野前遺跡位置図 (1: 50，000) 

l 



2.歴史的環境

周辺の遺跡 雫石川南岸の沖積段正は市内本宮・太田・飯岡地包から矢巾町まで、広がっており、数多くの遺跡が立地

する。これまで縄文時代の遺物は少量発見されるものの、竪穴住居跡等の遺構の発見は少なかった。しか

し、近年、盛南開発事業にともなう調査によって本宮熊堂A.B遺跡などで縄文時代晩期の竪穴住居跡が

発見されるなど、次第に集落の様相があきらかになりつつある。弥生時代については遺物が少量発見され

るものの、明確な遺構の検出はされていない。古墳時代の遺構・遺物も発見は少ないが、竹鼻遺跡で古墳

時代末の竪穴住居跡が確認されている。

古 代 奈良時代になると周辺の遺跡数は飛躍的に増加する。本遺跡北西の飯岡山東麓には終末期古墳の高館古

墳群が、北西約3kmのところには太田蝦夷森古墳群が築造され、台太郎遺跡、野古A遺跡、百白木遺跡、

西鹿i度遺跡などで竪穴住居跡が増加する。平安時代 (9世紀)になると志波城 (803年)が造営され、こ

の地域にも律令国家の支配が及ぶ。しかし、志波城は北側を流れる雫石川の度重なる水害のために、 10年

あまりでその機能を徳丹城(矢巾町)に移動させる。やがて、その徳丹城も 9世紀中葉にはその機能が停

止し、律令国家の拠点は鎮守府胆沢城(奥州市)に集約されるが、屈辺の竪穴住居を主体とする集落はさ

らに増加する傾向にある。台太郎遺跡では600棟を超す竪穴住居跡が発見されており、当時のこの地域(志

波)の最大集落で、あったと考えられる。また、 9世紀後葉~1O世紀前葉になると地域の拠点的な集落が出

現し始める。志波城の北東の林崎遺跡、大宮北遺跡、小幅遺跡では規模の大きい官街的な建物群が造られ

る集落が発見されており、在地有力者の拠点、と考えられる。

10世紀後半から12世紀までの遺跡はひじように少ないが、大新町遺跡や上堂頭遺跡、高松神社裏遺跡

では10世紀後半頃の掘立柱建物や竪穴と土器が出土している o 12世紀の村落や屋敷、居館の遺構は堰根

遺跡や稲荷町遺跡で確認されている。また、平泉藤原氏の影響下にあったと考えられる宗教遺跡も多数存

在する。 12世紀以降、街道筋や山頂などに経塚が築かれるようになり、内村遺跡では経塚に埋納したとみ

られる常滑の大査が出土しているほか、湯壷経塚からは常滑の三筋文章、一本松経塚からは渥美の壷が発

見されている。大宮遺跡では大溝から 12世紀~13世紀のかわらけが出土している。

中 世 鎌倉時代から室町時代については、台太郎遺跡で居館と村落跡、墓域等が確認されている。戦国期の盛

同周辺は、南部氏、斯波氏なと守の衝突が激しかった地域であるが、市内に数多く分布する城館跡の多くは、

室町時代から戦国時代のものと考えられている。これらの城館跡は正陵や山頂など見晴らしのいい場所だ

けでなく、平野部の微高地などにも多数築かれている。館野前遺跡居辺では、酉側に位置する飯岡山の麓

に、戦国時代にこの地を治め、長善寺の開基でもある飯開氏が居住した飯岡館が存在する。

近 世 現在の城下の町並みの形成は、南部氏の盛岡城築城から始まる。

2 

九戸合戦終結後の天正19年 (1591)、南部信直は帰還する豊臣軍の寧監浅野長政から不来方城において、

この不来方の地に新城を築くよう、積極的に奨められている (W祐清私記j)。その後、慶長3年 (1598)

より盛岡城の築城は始まり、寛永10年 (1633)に一応の完成をみる。石垣補修に係る発掘調査により、

盛岡城は 1~5期の変遷を経て現在に至っていることが判明している。

盛岡城は当初の基本的縄張りに浅野長政が関わり、実際の築城工事には前田利家の家臣内堀伊豆頼式が

奉行並として参画していたことから、戦国期の北奥地域の城館とは大きく異なり、総石垣の豊臣系城郭と

して国内最北の事例となっている。
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第2図館野前遺跡全体図 (1: 3，000) 
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II.調査内容

1 .平成22年度の調査

調査経過 今年度の調査は、宗教法人長善寺より位牌堂および庫裡の改築を希望する旨の事前協議があり、発掘屈

が提出された。調査対象範囲は建築範囲の全域にわたり、協議を受けて平成22年7月14日にトレンチに

よる試掘調査を行った。その結果、平安時代の竪穴住居跡や溝跡、柱穴が確認され、工事着手前の緊急発

掘調査が必要となった。また、改築に伴い忠霊塔を山門近くに移設させる必要が生じたため、先行して掘

削工事を行っている際に喋石経塚が発見され、調査対象範囲外で、あったが対象範囲に含めた。本調査は施

工主である宗教法人長善寺と協定書を締結し、盛岡市教育委員会が行った。調査期間は平成22年8月2日

~8 月 5 日、 9 月 1 日 ~10月 26日で、調査面積は924rrlである。

2 遺構の検出状況

第l次調査区は遺跡内の最南端に位置し、西から東にかけての緩やかな斜面となっており、標高値は

128m前後である。遺構は黄褐色シルト層上国で検出した。

検出遺構 確認された遺構は、平安時代の竪穴住居跡5棟、近世以降の土坑15基、溝跡4条、柱穴約300口、池状

遺構1基、喋石経塚l基である。

3.平安時代の遺構

R A001竪穴住居跡(第4図)

位 置 調査区中央北端 平面形長方形 主軸方向不明 重複関係なし

規 模 東酉壁2.55mx南北壁3.05m 掘込面 削平 検出菌黄褐色シルト層上面

埋 土 後世の削平によりほとんど残存していないが、床面直上のA層が黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に

壁の状態

床の状態

微量含む。

検出面から床面までの深さは0.04~0.05mで、外傾して立ち上がる。北西壁のみ僅かに残存する。

床面はほぼ平坦である。構築士 (L層)は黒褐色土を主体に、黄褐色シルトと暗褐色シルトを粒~塊状

に少量含む。厚さは0.04~0.36m をはかる。

カマド 削平されている。火床面のみ残存。火床面は0.50x 0.53m以上の不整円形で、厚さはO.lmで、ある。

柱 穴 床面から2口のピットを検出した。各ピットの深さは、 P1 -O.l4m' P 2 -0.36m。

出土遺物(第9図1) 1は土師器の杯である。内面に黒色処理・ヘラミガキが施され、底部は回転糸切り無調整で

ある。

4 
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RA002竪穴住居跡(第5図)

位 置 調査区東側 平面形台形 主軸方向新N470W、旧N1l70 E 重複関係なし

規 模 北西一南東4.4mx南西一北東4.0m 掘込面削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積による。 A~C層に大別される。

壁の状態

床の状態

カマド

A層 黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

日層 黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと黒褐色土を微~少量含む。 2層に細別される。

C層 黒色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを少~多量含む。 3層に細別される。

検出面から床面までの深さは0.25~0.32mで、外傾して立ち上がる。

床面はほぼ平坦で、ある。壁東側と北側・西側の一部に、幅0.06~0.09m、深さ0.02~0.05mの周溝がめぐ

る。構築士 (L層)は黒褐色土を主体に、粒~塊状の明黄褐色シルトを多量に含み、厚さは0.01~O.l2m

である。

カマドは新旧二つある。旧カマドは南東壁北側に構築され、煙道平面形は割り貫きのトンネル状で、断

面は楕円形を呈する。天井部分は残存しており、燃焼部から0.40m程の地点で、最も深くなり、煙出しに向

かつてほぼ平坦に続く。規模は、煙出し先端までの長さ 1.20m、幅O.l6m~0.34m、検出面から底面までの

深さは0.49mをはかる。煙出しの埋土中には、破壊された須恵器大童(第9図8)が詰め込まれていた。

新カマドは北西壁中央に位置する。旧カマドと同様に剖り貫きのトンネル状であるが、天井の大部分は

崩落しており、溝状の平面形を呈する。燃焼音防ミら煙出しに向かつて緩やかに下がっている。規模は、煙

出し先端までの長さ1.02m、幅0.22m~0.37m、検出面から底面までの深さは0.26mで、ある。煙道中央付近

の底面から須恵、器杯(第9図2)が出土している。

燃焼部 新旧カマド共に基底部は残存しておらず、火床面のみが残されている。旧カマドの火床面は0.60xO.66m

の不整円形に検出し、浸透層の厚さは0.08mで、ある。新カマドの火床面は0.48x 0.50mの不整円形に検出し、

浸透層の厚さは0.04mを測る。カマド崩壊土(J層)は黒褐色土を主体とし粒~塊状の黄褐色土を多量に

含む。

柱 穴 床面から 1口のピットを検出した。深さはO.l3mで、ある。

出土遺物(第 9 図 2~8、第10図 9 ・ 10) 2 ~ 7はいずれも須恵器の杯で、底部は回転糸切無調整である。 8は

須恵器大童である。外面に平行文、内面に青海波文と平行文が施される。胴部下半には須恵器片が融着し

ている。 9・10は土師器の歪である。 9は口縁部内外面にヨコナデ、体部外面にヘラケズリ、内面にヘラ

ナデが施される。 10は口縁部内外面にヨコナデ、{本音防十面にヘラナデ、内面にヘラナデ・ヘラミガキが施

される。

RA003竪穴住居跡(第6図)

位 置 調査区中央部 平面形方形 主軸方向 S280 E 重複関係なし

規 模 東西壁4.52mx南北壁4.65m 掘込面削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 後世の削平によりほとんど残存していないが、 A~B層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

B層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量含む。

壁の状態 削平によりほとんど残存しておらず、検出面から床面までの深さは0.02~O.lmで、ある。

床の状態 床面はほぼ平現である。構築士 (L層)は部分的にみられ、黒褐色土を主体に塊状の黄褐色シルトを少

6 



量含み、厚さは0.02~0.08mで、ある。

カマド 南東壁北側に構築され、煙道平面形は割り貫きのトンネル状で、断面は楕円形を呈する。天井部分が残

存しており、燃焼音防、ら煙道中央部にかけて下がり、煙出しに向かつて緩やかに上がる。規模は、煙出し

先端までの長さ 1.98m、幅O.l4m~0.3m、検出面から底面までの深さは0.37mをはかる。煙道内から燃焼

部にかけてカマド崩壊土(J層)が堆積している。 J1層は黄褐色シルトを主体とし、粒状の黒褐色土を

微量と塊状の赤褐色シルトを少量含む。 J2層は樺色シルトを主体とし、塊状の極暗褐色シルトを少量含

み、 J3層は黒褐色シルトを主体とし、粒状の黒褐色シルトを黒色土を多量に、粒状の赤褐色シルトを微

量含む。

燃焼部 カマド基底部は残存していないが、床面が浅く掘り込まれている。火床面は0.52xO.55mの不整円形に

検出し、浸透層の厚さは0.08mで、ある。

柱 穴 床面から 1口のピットを検出した。 深さはO.2mで、ある。

出土遺物(第10函11~25) 11 ~ 16はいずれも須恵器杯である。 16は底部がほとんど残存していないため不明だが、

それ以外は回転糸切無調整である。 12は内面底部に付着物がある。 15は外傾し直線的に立ち上がるが、

それ以外は体部下半がやや膨らみ立ち上がる。 17~24はあかやきの杯で、いずれも底部は回転糸切り無

調整である。 17~20 ・ 22は体部下半に膨らみを持ち、 21 ・ 23 ・ 24は外傾し直線的に立ち上がる。 25はあ

かやきの歪である。口縁部はゆるやかに外傾し、胴部上半に膨らみを持つ。

RA004竪穴住居跡(第7図)

位 置 調査区東側 平面形不整形 主軸方向 N26
0W 重複関係なし

規 模 東西壁3.l7mx南北壁3.2m 掘込面削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積による。 A~B層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒状の褐色シルトを微~少量含む。 2層に細別される O

B層一黒褐色土を主体とし、塊状の黄褐色シルトを少量含む。

検出面から床面までの深さはO.l~O.l6mで、外傾して立ち上がる。壁の状態

床の状態 床面はほぼ平坦である。構築土 (L層)は黒褐色土を主体に、粒~塊状の明黄褐色シルトを少量含み、

厚さはO.Ol~O.lmをはかる。

カマド

燃焼部

煙道・煙出しは検出されなかった。

基底部は残存せず、南東壁際に火床面のみが残されている。火床面は0.42x 0.46mの不整形に検出し、

浸透層の厚さは0.08mで、ある。

柱 穴 床面から l口のピットを検出した。深さはO.l8mである。

出土遺物(第11 図26~38) 26~33はあかやきの坪で、いずれも底部が回転糸切無調整である。 29 ・ 32 ・ 33は体部

下半に膨らみを持つが、それ以外は外傾してやや直線的に立ち上がる。 31は径が底部付近で急に小さくな

る。 32は底径が小さく、 4.8cmを測る。 34は土師器の杯で、内面黒色処理後ヘラミガキが施される。底部

は回転糸切り無調整で、体部下半に膨らみを持ち立ち上がる。 35は短い頚部を持つ須恵、器の壷である。内

面にはカキメがみられる。 36・37はあかやきの歪である。外面ヘラケズリ後にロク口調整、 37は内面に

ヘラナデが施される。口縁部は外反し、服部中央に最大径を持つ。 38は土師器の蓋である。口縁部は内外

面ヨコナデ、胴部は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ後にヘラケズリが施される。胴部が緩く膨らみ、胴部

上半に最大径を持つ。
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RA005竪穴住居跡(第8図)

位 置 調査区中央部 平面形 台形 主軸方向 N20
0

W 重複関係 なし

規 4莫 東西3.4mx南北3.78m 掘込面 削平 検出面 黄褐色シルト層上面

I里 土 後世の削平によりほとんど残存していないが、 A層は黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に少量含む。

壁の状態 削平によりほとんど残存しておらず、検出面から床面までの深さは0.02~O.lmで、ある。

床の状態 床面はほぼ平坦である。構築士山層)は部分的にみられ、黒褐色土を主体に塊状の黄褐色シルトを多

量含み、車さは0.02~0.05mで、ある。

カマ ド 南壁東側に構築され、煙道平面形は溝状である。燃焼部から煙道中央部にかけて下がり、煙出しに向かっ

て穏やかに上がる。規模は、煙出し先端までの長さ 1.56m、幅O.l6m~0.28m、検出面から底面までの深さ

は0.22mをはかる。煙道内にはカマド崩壊土(J層)が堆積している。 J1層は黒掲色土を主体とし、少

量の焼土を含むo J 2層は暗褐色砂土を主体とし、焼土を微量と、粒~塊;1犬の黒色土を多量に含む。

燃焼部 カマド基底部は残存していない。火床面は0.76x 0.92mの不整形で、浸透層の厚さはO.l5mで、ある。

キ主 穴 床面から l口のピットを検出した。深さはO.llmで、ある。

出土遺物(第12図39~42) 39は須恵器のi不で、底部は手持ちヘラケズリ調整されている。 40・41はあかやきの杯

b 

ト一一一
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である。 40は器高が高く7.lcmをはかる。 42は須恵器の大童で、平行タタキ日が施される。
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ミミミ~
1 (RA001 F15 -V18床面)

4 (RA002 G15 C22 P NO.5床面)

三斗-:;1
7 (RA002 G15 C22 B層)

/ 
2 (RA002 G15 -B21 P No.l床菌)

~一一
5 (RA002 G15 -B22 P NO.9床面)

3 (RA002 G15 -C22 P No.2床面)

三主=-~?7
6 (RA002 G15 -C22 B層)

8 (RA002 G15 -D22 I日カマド煙出しA'2層)

。 1:3 lOcm 

第9図 R A001・002竪穴住居跡出土遺物
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9 (RAω2 G15-B21 B]醤)

10 (RA002 G15 -C22 B層)

三三ア、λ_7~二7

11 (RA003 F15 -Y24 P NO.9床面) 12 (RA∞3 F15 -Y24 P NO.7床面) 13 (RA003 F15 -X23 P NO.13床面)

に」j¥二_J¥三二/
14 (RA003 F15 -Y24 P NO.6床面) "-一一一』ー-./ '---.._一一」一一..~

15 (RA003 F15 -Y25煙出し) 16 (RA003 F15 -Y24 P NO.ll床面)

\ぐ二Jに尋~ ~~--1~;t 
17 (RA∞3 F15 -Y24 P NO.8床面) 18 (RA003 F15 -Y24 P NO.2床面) 19 (RA003 F15 -Y24 P No.l床面)

〉Lノ、~~17 マ
20 (RA叩3F15 -Y24 P No.4床面) 21 (RA003 F15 -Y24 P No.lO床面) 22 (RA003 F15 -Y24 P NO.5床面)

、中〆三
23 (RA003 F15 -Y24 P NO.3床面) 24 (RA∞3 F15 -A24 P No.l2床面)

25 (RA003 F15 -Y24床面)

。

第10図 R A002・003竪穴住居跡出土遺物
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¥-=p_プ¥ミノ三二/
L一一一一一寸一一一~ 27 (RA004 G15 -D25 P No.2床面) 28 (RA004 G15 -D25 P NO.ll床面)

26 (RA004 G15 -D25 PNo.l床面)

、三三ノ三--.-ι/三」f
29 (RA004 G15 -D25床面) 30 (RA004 G15 -D25 J層) 31 (RA004 G15-D25 A2層)

三三lコグ~- ••• ¥二塁ノ
32 (RA∞4 G15-C24 A2層) 33 (RAχ4 G1ト :::24A2層) 34 (RA∞4 G15-D25 J層)

35 (RA004 G15 -Y25 P No.4床面)

36 (RA004 G15 -D25 P NO.3床面)

37 (RA004 G15 -D25床面)
38 (RA004 G15 -D25床面)

。 1:3 lOcm 

第11図 RA004竪穴住居跡出土遺物
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、ミー/
39 (RA005 F16 -Tl煙出し J層)

正/
41 (RA∞5 F16-Tl P NO.3 L層)

40 (RA005 F16 -Tl P No.l煙道)

42 (RA005 F16 Tl j;l出し J層)
。 l‘3 lOcm 

第12図 RA005竪穴住居跡出土遺物

4 江戸時代以降の遺構

R 8001掘立柱建物跡(第13図)

位 置 調査区北東 平面形桁行3間・梁間1聞の東西棟 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上国 規 模南北3間 (5.80m. 19尺3寸)・東西1間(l.lOm. 3尺6寸)

棟方向 P5とP8を通る柱筋でWlOO S 

柱間寸法 桁行柱聞は平均1.90m(6尺3寸)である。北側柱筋はP1・2間1.80m(5尺9寸)、 P2・3間1.75

m (5尺8す)、P3・4間1.75m(5尺8寸)をはかる。南側柱筋はP5・6間1.90m(6尺3寸)、P6・

7開1.97m(6尺5寸)、 P7・8間1.90m(6尺3寸)をはかる。梁間柱聞は1.l0m(3尺6寸)である。

柱 穴 P 1 ・ 3 ・ 4 を除く柱穴より柱痕跡が確認された。柱痕跡径はO.l8~0.20m、掘方径は0.30~0.45m をは

かる。柱穴の埋土は、柱痕跡 (A層)、掘方 (B層)ともに黒~暗褐色土を主体とし、 B層には黄褐色シ

ルトが粒~塊状に混入する。各柱穴の深さは次の通りである。 P1 -0.22m、P2 -0.35m、P3 -0.23m、

P 4 -0.25m、P5 -0.44m、P6 -0.38m、P7 0.38m、P8 -0.43m。

遺物なし

R C001柱列跡(第13図)

位 置 調査区北西 規 模東西4間 (7.20m. 24尺) 重複関係 RAOOlを切る

掘込面 削平 検出面 黄褐色シルト層上面

柱間寸法 P 1・2間1.85m(6尺1寸)、 P2・3間1.90m(6尺3寸)、 P3・4間1.90m(6尺3寸)、 P4・

5間1.75m(5尺8寸)をはかる。

柱 穴 P3 を除く柱穴より柱痕跡が確認された。柱痕跡径はO.l2~O.l5m、掘方径は0.25~0.45mをはかる。柱

16 

穴の埋土は、柱痕跡 (A層)、掘方 (B層)ともに暗褐色土を主体とし、 B層には黄褐色シルトが粒~塊

状に混入する。各柱穴の深さは次の通りである。 P1 -0.53m、P2 -0.46m、P3 -0.45m、P4 -0.38 

m、P5 -0.54m。遺物なし



@ 
甲
山
何
十

γ凶
l
i
l
t

ぜ
白
川
一
十

γ凶
l
i
l
t
i

円
目
的
十
戸
凶

1
l
l
i

S N 
ト 4 -4 

S N 
ト 3 →

S N 
ト 2 →

SW NE 
卜 l →

_______ RR -736 ~ 

4判

ぺ戸L

8 >-

T
S
いも
γ
「;

S N 
ト 8→

SE NW 
ト 7 イ

NW SE 
ト 6 →

S N 
ト 5 →

1
 
nu 
nu 
Q
M
 

口
H

1
i
l
i
-
-

----一一

@ i
J
『

1
l
i
l
i
-
-
i

ぜ
ぜ
円
十
戸
医

N4niヤ
〕
f
凶

1
i
l
i

。
吋
何
十
戸
凶

i
l
l
-

∞
刊
の
十
戸
一
凶

l
i
l
-

S NNW  SENW SEW  E 
ト 2-jト 3寸ト 4→ 1，:， 5寸

A1 
ffi'B1 

2 

2 

S N 
ト l 寸

RC001 
て豆二
l 撹乱 l 

----戸
Lニ 128.000m

lω100 4m 。

R C001 柱91j ~yjiR 8001掘立柱建物跡、第13図

R 0001土坑(第14図)

平心山口口掘込面なし重複関係不明平面形調査亙西置位

長軸上端1.91m.下端1.79m、短軸上端O.54m'下端O.51m模規黄褐色シルト層上面検出面

自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルト微量を含むA1層、粒~塊状の土I里

褐色シルトを少量含むA2層に細別される。いずれの層も多量の鉄分を含む。

外傾して立ち上がる。 深さはO.l9mをはかる。壁の状態

あかやき土器片、陶器片が出土している。物遺

R0002土坑(第14図)

平
ψ

口口掘込面RXOOlに切られる重複関係不明平面形調査区西置位

長軸上端O.78m、短軸上端0.41m'下端O.31m模規黄褐色シルト層上面検出面

自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の明黄褐色シルトを含む層である。土I里

17 

外傾して立ち上がる。 深さはO.4mをはかる。

あかやき土器・土師器片が出土している。

壁の状態

物遺



RD003土坑(第14図)

位 置 調査[2<:西北 平面形不明 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端1.13m'下端O.59m、短軸上端1.3m'下端O.54m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の褐色シルト微量とカーボンを少量含むA1層、

粒~塊状の褐色シルト少量と粒状の灰黄褐色砂土を少量とカーボン少量を含むA2層に細別される。

壁の状態 外傾してゆるやかに立ち上がる。 深さはO.32mをはかる。 遺 物なし

RD004土坑(第14図)

位 置 調査区北 平面形不整長楕円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シjレト層上面 規 模長軸上端l.lm'下端O目94m、短軸上端O.82m、下端O.66m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色シルトを主体とし、粒状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さはO.lmをはかる。 遺 物なし

RD005土坑(第14図)

位 置 調査区西北 平面形不整長方形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端O.8m'下端O.58m、短軸上端O.56m'下端O.48m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の褐色土を微量含むA1層、粒状の褐色土を少

量と微量のカーボ、ンを含むA2層に細別される。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さはO.31mをはかる。 遺物なし

RD006土坑(第14図)

位 置 調査区西北 平面形長楕円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端1.32m'下端1.12m、短軸上端O.94m'下端O.8m

埋 土 人為堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒~塊状の明黄褐色シルトを多量に含む。

壁の状態 直立ぎみに立ち上がる。深さは0.29mをはかる。 遺 物なし

RD007土抗(第14図)

位 置 調査区西北 平面形楕円形 重複関係 Pitl65に切られる 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端O目12m'下端O.68m、短軸上端O.5m、下端O.39m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の褐色シルトを撒量とカーボンを少量含む。

壁の状態 外傾して立ち上がる。深さはO.09mをはかる。 遺 物なし

RD008土坑(第14図)

位 置 調査区西中央 平面形円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端O.61m'下端O.37m、短軸上端O.5m'下端O.34m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体に、黄褐色シルトを含む層である o A 1層は粒状に微量含

み、 A2層は粒状に多量含む。

壁の状態 外傾して緩やかに立ち上がる。深さはO.l6mをはかる。 遺物なし
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円。009土坑(第14図)

位 置 調査区西東 平面形長方形

重複関係 Pit40・Pit42に切られ、 Pit41を切る

掘込面 削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端1.9m'下端1.81m、短軸上端O.73m'下端O.65m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の暗褐色シルトを微量含むA1層と、粒状の黄

褐色シルトを少量含むA2層に細分される。

床の状態 床面はほぼ平坦で構築土が認められる。構築土 (L層)は黒色土を主体に塊状の明黄褐色シルトを多量

含み、厚さはO.04~O.lmで、ある。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さは0.21mをはかる。 遺 物磁器片が出土している。

R 0010土坑(第15図)

位 置 調査区西東 平面形不整楕円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 責褐色シルト層上面 規 模長軸ーヒ端1.16m'下端O.87m、短軸上端O.81m'下端O.61m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒~塊状の褐色シルトを多量含むA1層、微量含む

A2層、少量含むA3層に細別される。

援の状態 外傾してゆるやかに立ち上がる。 深さはO.3mをはかる。

遺 物 鉄釘が出土している。

R 0011土坑(第15図)

位 置 調査匿西東 平面形不整楕円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐飽シルト層上面 規 模長軸上端1.05m'下端O.88m、短軸上端O.59m、下端O.39m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし粒状の黄褐艶シルトを微量含むA1層と、黄褐色シル

トを主体とし粒状の黒褐色土を少量含むA2層に細分される。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さはO.l2mをはかる。 遺物なし

R 0012土坑(第15図)

位 置 調査区東 平面形不整形 重複関係なし 掘込冨削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端2.78m'下端2.6m、短軸上端O.67m'下端O.49m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルト少量と粒状の焼土を少量、層状

のカーボ、ンを少量含む。

壁の状態 後世の削平により不明。 深さはO.09mをはかる。

遺 物 あかやき土器片が出土している。

R 0013土坑(第15図)

位 置 調査区東 平酉形長楕円形 重複関係 Pit234に切られる 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端2.l3m'下端1.85m、短軸上端O.85m'下端O.6m

埋 土 人為堆積によるものである。 A~C層に大別される。
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A層一黒褐色土を主体とする層で、塊状の明黄褐色シルトを微量、塊状の焼土を多量、少量のカーボン

を含むO

B層 カーボンを主体とする層で、塊状の黒褐色シルトを少量、粒状の焼土を徴量含む。

C層一黒褐色土を主体とする層で、塊状の明黄褐色土を少量と、多量の焼土粒、椴量のカーボンを含む。

壁の状態 外領して立ち上がる。深さは0.23mをはかる。 遺 物なし

R 0014土坑(第15図)

位 置 調査区東 平面形長楕円形 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端1.74m'下端1.56m、短軸上端0.57m'下端0.45m

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量と焼土を多量、カーボ、ン

を少量に含む。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さは0.08mをはかる。 遺物なし

R 0015土坑(第15図)

位 置 調査区東 平面形不明 重複関係なし 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層上面 規 模長軸上端1.87m'下端1.35m、短軸上端0.61m、下端0.47m

埋 土 人為堆積によるものである。黒褐色土を主体に、黄褐色シルトを含む層である。 Al. A2層は粒状に

微量、 A3層は粒状に少量、 A4層は粒状に多量含む。

壁の状態 外傾して立ち上がる。 深さは0.6mをはかる。

遺 物 縄文時代のブレイクと、須恵器・土師器片が出土している。
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R G001溝跡(第16図)

位 置 調査区南側 平面形逆L字状に東西に延びる 重複関係 RG004に切られる。

規 模 検出した長さは18.4m、幅は上端O.7~O.3m .下端O.2~O.lmをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シjレト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体に粒状の暗褐色シルトを含む層で、 2層に細分される。

壁の状態 外傾して緩やかに立ち上がる。 深さはO.3mをはかる。

遺 物 縄文時代のブレイク、陶器・磁器片が出土している。

RG002溝跡(第17図)

位 置 調査区中央部 平面形直線状に東西に延びる。 重複関係 RA003を切る。

規 模 検出した長さは5.4m、幅は上端O.5~O.35m .下端O.3~O.2mをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒状の樫色シルトを微量、グライ化土を含む。

壁の状態 ほとんどが削平され不明。検出された深さはO.05mをはかる。 遺 物なし

RG003溝跡(第17園)

位 置 調査区北側中央部 平面形直線状に南北に延びる。 重複関係なし

規 模 検出した長さは8.6m、幅は上端O.6~0.25m .下端O.4~O.lmをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒~塊状の褐色シルトと黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 ほとんどが削平され不明。検出された深さはO.lmをはかる。 遺 物なし

RG004溝跡(第17図)

位 置 調査lR宿東部 平面形直親状に北西一南東に延びる。 重複関{系 RGOOlを切る。

規 模 検出した長さは7.9m、幅は上端0.5~0.3m .下端0.3~O.lmをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体とし、粒~塊状の褐色シルトと黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 外傾して立ち上がる。検出された深さはO.l5mをはかる。

遺 物 砥石(第四図10)のほか、縄文時代のUフレ、磁器片が出土している。
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R X001池状遺構(第18図)

RD002を切る重複関係不整楕円形か平面形調査区北西部置イ立

長軸上端7.45m'下端5.64m、短軸上端2.25m以上、下端1.25m以上模規

黄褐色シルト層上面検出面平
由
同
一
口掘込商

2層に大別され、 A層は黄褐色シルトを主体とし、塊状の黒褐色土を少量自然堆積によるものである。土埋

含む。 B層は黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

壁の下端にそって直径O.05~O.lmの木杭が0.2~O.3mの間隔で床の状態

外傾して緩やかに立ち上がる。検出された深さはO.1O~O.55mをはかり、南から北に向かつて深くなる。壁の状態

B層より、古銭(第19図6・7)、煙管(第四国1・2)が出土している。

遺構外出土遺物池状遺構、溝跡、

物
、且

JJ:呈

5. 

1は首部と肩3~5 には羅宇が残存している。1~5 はすべて銅製の羅宇煙管であり、管(第19図1~5) t聖

部、吸口と肩部との段差がやや滑らかであるが、境目は2本の沈線で区切られる。火皿は大型で、付け根

の補強帯が顕著にみられ、脂返しの湾曲が大きい。一部、剥落しているが製作当時は、全体を金で鍍金さ

2は錆に覆われている。火皿は大型で、首部の長さが短く、肩部の段差が顕著にれていたと考えられる。

3は火皿が小型化し、脂返しの湾曲も小さく、肩部に膨らみをみられる。成形時の継ぎ目が裏側にある。

持つ。 4・5は吸口部分のみ残存するが、肩部が顕著に膨らむ。
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古 銭(第19図 6~9) 6は北宋の明道元賓である。 7・8は銅一文銭で、 7は古寛永通賓、 8は背文字のみら

れない新寛永通賓で、ある。 9 は北宋の!~，~寧元賓である。

石製品(第19図10・11) いずれも砥石である。 10は3面を使用しており、上部を欠損している。 11は扇平な形

状で、 5面を使用している。

①二二工コ 。
丈三
位二二コ

巳ごコ⑬
3 (F15 N21撹乱)

「一一一i1- 。
し一一.....Jl-

1 (RXOO1 F15 -018 B層)

@ 

正三二三二二二ヨ@
(F15-N21 撹乱)

7 (RXOO1 F15 -018 B層)

8 (F15-N21撹乱) E子百

9 (F15-N21撹乱)

区一}

2 (RXOO1 F15 -016 B層)

) 

10 (RG004 G16 -A4 A層)

~ ...~ 
10cm 

第19図 R X001池状遺構、 RG004溝跡、遺構外出土遺物

27 



ピット群(第20図) 第1次調査区内では297口のピットが検出されている。埋土は黒褐色土が主体となるものが多い。

以下は、各ピットの深さをまとめた一覧表である。

No. 深さ(m) No 深さ(m) No 深さ(m) No. 深さ(m) No 深さ(m) No 深さ(m)
1 0.31 51 0.34 101 0.12 151 0.12 201 0.42 251 0.32 
2 0.14 52 0.58 102 0.45 152 0.23 202 0.28 252 0.19 
3 。目26 53 0.24 103 0.24 153 0.2 203 0.36 253 0.2 
4 0.32 54 0.25 104 0.17 154 0.17 204 0.27 254 0.37 
5 0.27 55 0.34 105 0.18 155 0.16 205 0.36 255 0.11 
6 0.27 56 0.32 106 0.34 156 0.17 206 0.14 256 0.27 
7 0.21 57 0.17 107 0.28 157 0.23 207 0.22 257 0.27 
8 0.36 58 0.29 108 0.09 158 0.19 208 0.25 258 0.22 
9 0.32 59 0.2 109 0.13 159 0.16 209 0.22 259 0.35 
10 0.51 60 0.33 110 0.24 160 0.22 210 0.12 260 0.26 
11 0.34 61 0.18 111 0.22 161 0.14 211 0.13 261 0.2 
12 0.34 62 0.47 112 0.34 162 0.2 212 0.15 262 0.18 
13 0.27 63 0.37 113 0.44 163 0.14 213 0.18 263 0.19 
14 0.3 64 0.27 114 0.25 164 0.16 214 0.13 264 0.33 
15 0.45 65 0.2 115 0.29 165 0.19 215 0.18 265 0.11 
16 0.27 66 0.41 116 0.24 166 0.16 216 0.27 266 0.42 
17 0.37 67 0.16 117 0.41 167 0.26 217 0.27 267 0.11 
18 0.4 68 0.33 118 0.36 168 0.13 218 0.14 268 0.13 
19 0.5 69 0.42 119 0.5 169 0.4 219 0.31 269 0.12 
20 0.13 70 0.45 120 0.34 170 0.19 220 0.13 270 0.22 
21 0.37 71 0.19 121 0.3 171 0.39 221 0.29 271 0.17 
22 0.16 72 0.17 122 0.29 172 0.2 222 0.21 272 0.21 
23 0.43 73 0.43 123 0.3 173 0.22 223 0.2 273 0.15 
24 0.4 74 0.38 124 0.38 174 0.37 224 0.17 274 0.09 
25 0.37 75 0.49 125 0.47 175 0.36 225 0.21 275 0.23 
26 0.23 76 0.3 126 0.32 176 0.2 226 0.3 276 0.27 
27 0.25 77 0.18 127 0.39 177 0.27 227 0.33 277 0.19 
28 0.21 78 0.3 128 0.4 178 0.23 228 0.4 278 0.1 
29 0.34 79 0.47 129 0.2 179 0.27 229 0.29 279 0.23 
30 0.14 80 0.25 130 0.13 180 0.29 230 0.29 280 0.26 
31 0.65 81 0.46 131 0.16 181 0.38 231 0.13 281 0.2 
32 0.33 82 0.39 132 0.3 182 0.17 232 0.13 282 0.2 
33 0.27 83 0.34 133 0.22 183 0.26 233 0.23 283 0.3 
34 0.42 84 0.34 134 0.27 184 0.2 234 0.26 284 0.27 
35 0.42 85 0.25 135 0.14 185 0.2 235 0.32 285 0.29 
36 0.36 86 0.29 136 0.21 186 0.3 236 0.23 286 0.26 
37 0.12 87 0.42 137 0.19 187 0.22 237 0.32 287 0.14 

38 0.27 88 0.46 138 0.33 188 0.23 238 0.22 288 0.28 
39 0.26 89 0.45 139 0.2 189 0.33 239 0.24 289 0.12 
40 。目15 90 0.37 140 0.19 190 0.26 240 0.39 290 0.22 

41 0.11 91 0.42 141 0.27 191 0.16 241 0.35 291 0.17 
42 0.44 92 0.29 142 0.13 192 0.17 242 0.1 292 0.27 

43 0.35 93 0.34 143 0.2 193 0.13 243 0.21 293 0.25 

44 0.64 94 0.27 144 0.16 194 0.13 244 0.33 294 0.18 

45 0.44 95 0.25 145 0.15 195 0.28 245 0.18 295 0.13 

46 0.63 96 0.25 146 0.25 196 0.22 246 0.17 296 0.16 

47 0.33 97 0.28 147 0.19 197 0.19 247 0.18 297 0.13 

48 0.31 98 0.34 148 0.25 198 0.23 248 0.25 298 

49 0.39 99 0.32 149 0.23 199 0.22 249 0.09 299 

50 0.54 100 0.34 150 0.31 200 0.22 250 0.17 300 

第1表第1次調査区ピット計測表
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磯右経塚6. 

喋石経塚は前述したとおり、調査予定区内に建立されていた忠霊塔を、山門脇に移設する際の立会調査調査経緯

で偶然発見された遺構である。一般的に喋石経塚を造立した場合、盛土によるマウンド、あるいは経碑等

この経塚の地上標識は失われており、地下の主体部土坑のみが残存していた。の地上標識が存在するが、

寺の記録・伝承等にも伝えられておらず、全く未発見の経塚で、あった。長善寺境内で発見された経塚であ

るので「長普寺経塚」として新たに遺跡台帳に登録した。経塚は現在、忠霊塔の基礎部分が遺構検出面ま

で及ばないため、平面プランの検出と深掘りしてしまったトレンチの精査をし、完掘せずに現地保存とし

て埋め戻しである。

経塚主体部土坑の規模は、約2.4mX 約1.8mの長方形で、深さは0.4~0.5mをはかる。埋土はしまりのない模規

暗褐色土が若干混入しているが、ほとんどは経石によって埋め尽くされている。

経石はトレンチ内より数百点出土しているが、その中で墨書がはっきりしている21点石(第22図1~21) 車至

1は「法J、2は「経J、のみ参考資料として取り上げた。すべて、一面に一字を書写した一字一石経である。

3は「第」、 4は「是」、 5は「間」、 6は「衆J、7は「諸」、 8は「那」、 9は「所」、 10は「矯J、11は「以j、

12は「天」、 13は「白j、14は「者」、 15は「令J、16は印象」、 17は「空」、 18は「燃」、 19は「別」、 20は「像J、

d見¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

払

A
M
「♂
L
ベ
ト
V

21は[曹、」である。

<， ~オ1~\も
~>. 

ザ ~1'2)も
~>.-

~ 

~ 

2m 1 : 50 。

長善寺経塚平面図第21図
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o 1 : 2 10cm 

第22図 長善寺経塚出土一字一石経
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亜@総括

館野前遺跡第l次調査では、平安時代の竪穴住居跡5棟、近世の喋石経塚l基、掘立柱建物跡l棟、柱

列跡1基、土坑15基、溝跡4条、油状遺構l基、柱穴297口を確認した。

竪穴住居跡 平安時代の竪穴住居跡は、いずれの住居跡もカマド基底部は残存しておらず、住居廃棄の際に解体され

たものと考えられる。 RA002・003・005の煙道内には、須恵器大斐や杯などが意図的に廃棄されており、

住居廃棄時の祭杷行為に関わるものと考えられる。 RA002出土の須恵、器大聾の体部には、別の須恵器片

が溶着していた。館野前遺跡周辺には、須恵器生産に適した粘土が採取できる場所があり、この須恵、器大

査を生産した窯が近くに存在する可能性がある。

掘立柱建物跡・柱列跡柱穴は調査区北東部で数多く検出されたが、掘立柱建物跡として検出できたのはRB001の

みである o R COOlも北側に向かつて柱穴が続いていれば、掘立柱建物跡になる可能性もある。

土 坑 土坑のタイプは多岐にわたり、個々の用途は異なっていると考えられる。 RD 0l2~0l4の埋土には多

量の焼土が含まれており、火を使用した用途が考えられるが、遺物が出土していないため詳細は不明であ

る。

溝 跡 溝跡はRGOOlを除き、いずれも掘り込みが浅く長さも短いものである o R GOOlは延伸長が長く、そ

の位置関係から後述するRXOOl池状遺構との関連性が高いと考えられる。

池状遺構 RXOOlの底面はグライ化し、鉄分が多く含まれていることから、一定期間、水がi留まっていたことが

推測される。埋土は大きく上層、下層に分けられ、下層はヘドロ状の土が徐々に堆積したもので、上層は

水の氾i監によって短時間で堆積した層と考えられる。上層の埋土はRGOOl溝跡の埋土に類似しており、

溝跡の伸びる方向と RX001の位置関係から、現在は削平されているが当時は繋がっていた可能性が高い。

遺構底面より出土した煙管は、火盟補強帯が顕著で脂返しの屈曲が強く肩付がある形態から17世紀後半~

18世紀前半ころと考えられ、遺構の年代もそれに近いものと考えられる。

経塚・経石 経塚は経碑・盛土などの地上標識が残存していないが、地表下の主体部土坑より、大量の一字一石経が

確認された。経石に書写された文字を『大正新情大戴経』テキストデータベースで検索したところ、すべ

て妙法蓮華経の中に含まれている文字で、あった。喋石経塚に納められる経典の中で、最も使用頻度が高い

経典は「妙法蓮華経」であることから、本経塚の経典も妙法蓮華経である可能性が高い。妙法蓮華経の文

字総数は69.384字であるが、本経塚に納められた経石の数もそれに相当すると考えられる。

埋経の目的 経塚造営は平安時代後期から始まるが、当初の目的は末法思想、に基づき、後世に経典を残すことであり、

経典も紙本経が主で、あった。中世以降、末法思想、は薄れ、埋経の意味・目的は変化し、経典の媒体も紙本

経から喋石経へと変わってゆく。近世の経塚造営の目的は専ら、先祖供養・子孫繁栄・五穀豊穣・村内安

全などの現世利益的な性格が強くなる。本経塚の場合は、経碑が残されていないため造立の目的-供養者・

年月日は不明であるが、長善寺の閉山は戦国時代末期と伝えられており、一字一石経が盛行する時期から

推測すると江戸時代のある時期と考えられよう。経塚の造立は、当時の長善寺の僧侶が主体的に執り行っ

たと考えられるが、村の住人も様々な形で関わったと考えられる。経塚の造立は仏との結びつき(結縁)

だけではなく、共同体としての結ぴつきを深める側面もあったと推測される。
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今回の経塚の発見は上飯田地区周辺の歴史を考える上で重要な資料になるとともに、県内の仏教史を研

究する上で貴重な成果となると言えよう。
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第 1図版

(北から)

調査区全景2 (東から)
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R A002竪穴住居跡
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第5図版

可.

館野前遺跡出土土器群

。。。
館野前遺跡出土 煙管 ・古銭 ・砥石
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報告書抄録

ふりがな たてのまえいせき

書 名 館野前遺跡

画1 書 名 寺院建設に伴う緊急発掘調査報告書

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 佐々木先ー

編集機関 盛岡市遺跡の学び館

所 在 地 =r020-0866 岩手県盛岡市本宮字荒屋13番地I TEL019 -635 -6600 
発行機関 盛岡市教育委員会、宗教法人長善寺

発行年月日 2011年8月10日

ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 m 

い岩わ手てけ県ん盛もりお岡か市割わしり 第 l次

か上みい飯いお岡か15地ち 390 141
0 

201 1.08.02~ 

館野前遺跡 地ちな内い 3201 40' 06' 2011.08.05 924 寺院建築

08" 16" 2011.09.01 ~ 

2011.l0.29 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安時代 竪穴住居跡 5 土師器・須恵器 平安時代の集落
人J土マ 塚 l 

跡と、江戸時代
掘立柱建物跡 1 経石(一宇一石経)

の一字一石経塚
館野前遺跡 柱列跡 l 陶磁器

(第1次調査)
集落跡

江戸時代 土 坑 15 煙管
が確認された。

i奪 跡 4 古銭

油状遺構 l 砥石

中主 穴 297 

長善寺の境内の一角より、一字一石経塚を発見した。遺構面より下に掘削が及ばないことか

要約 ら、平面形のみ精査し、現地保存とした。

また、平安時代の集落跡が確認され、これまで未調査であった遺跡の内容が判明した。
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